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Ⅰ 原子力発電所事故後の廃止措置に向けた課題

 2011年3月11日の東日本大震災
（東北地方太平洋沖地震）に伴い、
東京電力（株）福島第１原子力発
電所（１Ｆ）の事故が発生しました。
これにより、放射性物質が
広範囲に環境へ放出されると
いう原子力災害につながりました。

 原子力災害からの復興・再生には、
環境回復・1F廃止措置は必要不
可欠です。1F廃止措置を推進する
ために、原子炉内で溶け落ちた燃
料デブリの取出し、放射性廃棄物
の処理・処分、事故進展シナリオの
解明及び遠隔操作技術が課題とさ
れています。

福島研究基盤創生センターでは、燃料デブリ取出し及び、放射性廃棄物
処理・処分に係る諸課題を解決するため２つの研究開発施設（楢葉遠隔
技術開発センター及び大熊分析・研究センター）を整備しています。

Ⅱ 福島研究基盤創生センターの役割

社会的な課題への対応
（東日本大震災復興/廃炉推進等）

 整備中の研究拠点を、多様な利用者
を集め、目標を共有しながら相互に
有益な産学共創を促進するための
「場」として橋渡し機能を発揮。

 実証試験拠点として、基礎基盤研究
と社会実装を橋渡し

 研究拠点のワールドネットワーク活用
による国内と国外の研究開発を橋渡し

 民間では困難な実証試験やロボット
標準試験基準の策定等を強力に推進

原子炉内で溶け落ちた
燃料デブリ

損傷部の止水原子炉格納容器下部



1F廃止措置の推進

 止水技術に関する基盤研究の実
施により、汚染水量増大を抑制

 遠隔で操作可能な機器・装置の開
発により、燃料デブリ取出しに係る
作業の選択肢を増やし、低リスク
の効率的作業を実現

魅力ある国際研究開発拠点の創成

 燃料デブリや放射性物質の性状
把握、処理・処分技術等の開発

 国内外の技術者を招聘し、共同研究
開発を行うとともに、国内外のネット
ワークを活用し、産学官が連携した
「共創の場」を構築

Ⅲ 福島研究基盤創生センターの目指すべきもの

研究管理棟

試験棟

施設管理棟 第1棟

第2棟

研究管理棟：幅35m×奥行25m×高さ20m
試験棟 ：幅60m×奥行80m×高さ40m

楢葉遠隔技術開発センター 大熊分析・研究センター完成予想図

第1棟は平成27年3月から詳細設計開始
第2棟は平成27年12月頃から詳細設計開始

※運用開始時期については、認可申請等も含めて精査中。

Ⅳ 研究開発施設のイメージ
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